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      12 months and for longer than 18 months
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    Since 1958, studies have been made on the factors influencing the radiological aggra-

vation after the cessation of chemotherapy. Among many factors, analysis was made on the 

age of cases, type, extent and maximum size of lesions at the end of chemotherapy, and the 

duration and regimen of treatment, and it was revealed that the radiological aggravation was 

more frequently found among the cases with CB type lesions at the end of chemotherapy and 

among the cases treated for shorter than 24 months, than the cases with CC type lesions and the 

cases treated for longer than 24 months. Cases treated for longer than 12 months with triple 

combination or INH daily and PAS daily were used in these studies. 

   In the present report, analysis was made again on such factors as age of the cases, type 

of lesions at the end of chemotherapy, and the duration of treatment among 1,010 cases originally 

treated with triple combination or INH daily and PAS daily. The results were the following  : 

   A) Analysis on the cases treated for longer than 12 months. 

   1) No significant difference was found in the rate of radiological aggravation after the 

cessation of chemotherapy between the groups with CB type lesions at the end of treatment 

and with CC type lesions. 

   2) The rate was significantly higher among the cases treated for 12 to 23 months than

* From Japan Anti-Tuberculosis Association , Kanda Misaki-cho, Chiyoda-ku, Tokyo, Japan.
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amongthecasestreatedforlongerthan24months .

3)Theratewassignificantlyhigheramongthecases10to24yearsthanamongthecases

25to35years.

B)Analysisonthecasestreatedforlongerthan18months.

Theratewassignificantlyhigheramongthecasesunder29yearsofagethanamongthe

cases30yearsandover.

わ れわれ は予防会 各県 外来施設 におい て,昭 和28年1

月 よ り肺結核外来化学療法を6カ 月以上行ない,化 療終

了後の経過を観察で きた症例について,終 了後のx線 学

的悪化頻度な らびに,悪 化に影響す ると考え られ る因子

の検 討を実施 し,そ の成績を現在 まで6回 にわたつて報

告 した。検 討すぺ き因子 と しては,開 始時お よび終 了時

病 型,性 ・年令,終 了時病巣の拡 りお よび最大病巣の大

きさ,化 学療法の既往,化 学療法の種類お よび期間,安

静の10因 子を取 りあげた。現在 までの成績に よれば,

Table1.

終 了時病 型,年 令,終 了時病巣 の拡 りおよび最大病 巣の

大 きさ,化 療種類,化 療期間 の6因 子が終 了後の悪 化に

明 らか な影響を与 えることが認め られ てい る。これは化

療 期間が6カ 月以上 の症例で,現 在か らみ る と治療 期間

としては短かす ぎるものがか な り含 まれ てい る。また,

SM間 欠PAS法 とか,INH間 欠PAS法 な どもか な り

多 く,化 療種類,化 療期間 ともに現在一般に行 なわれて

い る もの とは違つた ものが含 まれてい るので,前2回 の

報告 では,化 学療法種類を3者 またはINH毎 日PAS毎

AnalysisofFactorsInflu、encingtheCumulativeRateofAggravation

aftertheCessationofChemotherapy

Factorsanalysed

Typeof

lesions

atthe

endof

Chemo-

therapy

①

Age

Dura-

tion

of

Chemo-

therapy

⑤

CB.

C"mulativerateofaggravatio蕊%

CC

CumulativerateofaggravatiOR%e

10～29years

Cumulativerateofaggravation%

②3
0yearsandover

Cu孤 縫1ativerateofaggrav飢 三〇薮%

10～24years

C犠 憩ωativerateofaggravatio轟%

③25
～35years

Cum犠1ativerateofaggravat三 〇n%

25～35years

Cumωativerateofaggravat三 〇掩%

④

36yearsandover

Cu組 ω滋iverateofaggravation%

12～23months

Cumulativerate◎fag9τavat三 〇繊%

24m、onthsandover

Cumulat薫verateofaggravation%

Observationperi◎daftertheendefchemetherapy(months)

～51

0/252

0.0

1/252

0.4

1/381

0。3

1/381

0.3

6-111

3/240

1.3

1/241

0.8

6/368

*1.8

0/359

*0.3

0/270

0.0

1/270

0.4

1/220

0.5

1/220

0.5

2/404

0.5

0/404

0.O

6/263

2,3

0/250

0.4

0/204

0.5

1/212

0.9

6/390

2.03

0/386

0.0

12～17 18-23/24-35

3/203

2.7

1/212

1.3

4/307

*3。1

0/316

*0。3

4/220

*4.1

0/218

*0.4

1/182

1.0

0/188

0.9

3/338

*2.9

1/333

*0.3

1/170

3.3

1/179

1.8

1/257

3.4

3/268

1.4

0/182

*4.1

0/188

*0.4

0/157

1.0

1/158

1。5

2/288

*3.6

2/287

*1。0

3/137

5.4

2/152

3.1

36～47 48～59

1/91

6.4

0/104

3.1

3/201

4.9

3/216

2.7

4/148

*6.6

1/152

*1.02

1/126

1.8

1/130
凄

2.3

4/230

*5.2

2/229

*1.9

2/120

*6.4

0/147

*2.7

1/86

*7.7

0/93

*1.02

1/73

3。1

5

0
9

Q
》

・

!
ノ

9
U

O

0/162

5.2

ユ/138

2.6

1/52

8.2

1/60

4.7

0/63

*6.4

0/89

*2.7

2/50

*11.4

0/52

*1.02

0/38

3.1

1/55

4.03

2/104

7.04

1/64

4.1

60～

1/32

0/38

1/34

*9.2

1/52

*4.6

1/23

15.3

1/33

4.0

0/25

0/32

2/61

10.1

0/29

4.1

Notes:Figuresinde∬om三 蕊atoriRdicatethe蕊umberofcasesobserved,andfiguresi無xxumeratorind三catethe

nu加berofcasesaggravated,

ゆ:Statigticallysignificant .at5%1eve1。

CB零F薫brG-caseo穏gtypew五thca8eo-infiltrativeelement

CC;Fibr《 》-case◎ 秘stypewitho犠tca8eo-i紅f三1trat三veelement
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Table2.ComparisonoftheCumulativeRateofAggravationAftertheCessati◎n

ofChemotherapybetweenAgeGroups10～29yearsand30yearsandover

Factoranalysed

Age

10～29years

Cu撒ulativerate◎f.aggravatio無%

30yearsandover

Cumulativerateofaggravation%

Observationperiodaftertheendofchem◎therapy(months)

～5

0/256

0.0

0/256

0.O

6～11

5/249

2.0

0/240

0.0

12～17 18-23}24-3513・-47

1/211

2.5

0/209

0.0

1/180

3.0

2/180

1.1

4/150

5。6

2/148

2.4

1/99

*6.5

0/92

*2.4

　48
～59160～

§
}

0/58

*6,5

0/48

*2.4

0/27

0/25

*:Statisticallysignificant .at5%1eveL

Table3.BackgroundFactorsamon.gC◎mparedGr◎ups

①Factorcompared:Typeoflesion②Factorcompared:Age(groupunder29

(CBgroupandCCgroup)yearsandgroup30yearsandover)

Age

Durati◎n

of

treatme】Bt

Extent*

oflesion

Maxim.**
sizeof
lesion

10～19Y.

15.5(%)

12～17m.

28.2(%)

1

61(%)

20～29Y.

30.9

18～23m.

26。9

2

33

30へ39Y.

27.4

24～35m.

41.7

3

6.0

40Y.～

26.2

Duration

of

treatme】 臓t

i12～17m・

30、7(%)

18～23m.

27.3

24～35m,

38.3 1

36m.～

3.7'

36m.～

3.2

Extent
oflesion

1

71.5(%)'

2

25.5

3

Maxim.
sizeof

lesion

1,2

63(%)

3

33.4

4

3.6

Typeof
lesion

i12
,

73.0(%o)

3

26.0

}

CB

29.7(%e)

CC

70.3

3。0

4

0.75

③Factorcompared:Age(groups10to

24yearsand25to35)

④Factorcompared:Age(groupfrom25to

35yearsandgroup36yearsandover)

DuratiOR

of

treat】me1}.t

Extent

oflesion

Maxim.

sizeof

lesion

Typeof
lesion

12～17m.

27.0(%)

18～23m.

26.7

24～35m.

43,3

1

78.0(%)

2

21.Oi
3

1.3

1,2

70.5(%)

3

29.0

CB

29.3(%)

CC

70.7

4

0。5

36m.～

3Jo

Duration
of

treatment

12～17m.

27.3(%)

18～23m.

30.0

Extent

oflesion

1

65.0(%)

2

29.0

24～35m.

38.2

36m.～

4.5

Maxim.

sizeof

lesi◎n

1,2

67.0(%)

Typeof

lesion

CB

30.0(%)

韮

3

6.0

3

29.0

4

4.0

CC

70.0

⑤Factorcompared:Durationoftreatment

(grouptreatedfor12to23monthsand

group24monthsandover)

Age

Extent

oflesion
ψ

10～19Y.

19.7(%)i
…

1

72.0(%)

Maxim.

sizeof

lesion

2◎～29Y.

2

…

奮

.

9

白

33

"

Typeof

lesion

30～39Y.

24.8

40Y.～

22,3

24。0

1,2

75.0(%)

CB

3

3

4.0

22.0

4

3.0

27・2(%)1

CC

72。8

⑥Factorcompared:Age(gr◎up10to29

yearsandgroup30yearsandover)

Du。ati◎n。f18～23m・124～35m・136m・ ～
ま 　

t「eatment4α6(劉54
・7{4・7

Extentofi1菱23

1esion72 .0(%)24.53.5

Maxim.size

oflesion

1,2

72.0(%)

3

27。0

4

Type◎f

lesion

CB

28.1(%)

CC

71.9

1.0

Notes:・Extentoflesi。nattheend・fchem・therapy

1:1esstha簸1/60fo裁elungfield2:1/6～1/30{one1u無gfield

韓Maxlmumsi2eofles三 〇nattheendofchemetherapy

1:茎esstha血0.5c拠i捻dia鶏eteτ2:0・5～0・9cm3:1.0～1.9cm

3:ユ/3～10fonelungf三eld

4:2.0～3.9cm
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日法(以 下IdP)を 実施 した症例のみについて,上 記6

因子 の うち化療種類を除いた5因 子 の検討を行なつた◎

そ の結果は終 了時病型 と化療期間の因子の影響は明 らか

に認め られたが,年 令については30才 以上群が29才

以下の群 よ り悪化が少なかつたが有意差を示 すほ どでは

な く,ま た,拡 りや最大病巣の大 きさの影響は明 らかで

はなかつた◎

今回は3者 またはIdPを1年 以上実施 した 症例につ

いて終了時 病型,年 令,化 療期 間の因子の影響を再検討

す るこ とに した 。

対象および方法

昭和28年1月 よ り37年12月 末 日までに6カ 月以上

の外来化学療法を行 ない(気 胸お よび外科療 法に伴 う化

療実施例は除 く),そ の後の経過を観察 しえた 症例 は初

回治療例3,205例 で,そ の うち,3者 併用 また はIdP

を1年 以上実施 し,終 了時病i型がCBま た はCC型 と

なつた もの1,010例 を用 い て,終 了時病型,年 令,化

療 期間の3因 子 の化療終 了後 のX線 学的悪化に対す る影

響 を検討 した。方法は第3お よび第4報 に述べた ものと

同様で,検 討 すべき因子以外の因子が比較各群間で同 じ

に なるよ うな比較群を作成 して実施 した⇔検討すべ き因

子以外の因子 としては,病 巣の拡 りと最大病巣 の大 きさ

とを取 りあげた。悪 化頻度 はLifetable法 に よ り計算

し 搬 の差の齪 は・差が2》 磐+管 より大な

る とき有意差が あると した。

成 績

A)3者 またはIdP法 を1年 以上実施 した症例につ

いて

(1)終 了時病型 の影響

終了時病型CB型 とCC型 との2群 間 の 比較 を行 な

つ た。各群 とも252例 ずつで,他 の因子の両群 に含まれ

る割合 は表3の1・ に示す ごと く同 じである。両群 の累積

悪化 頻度は表1の ③の ごと くどの時点におい ても明 らか

な差は認め られなかつた難

(2)年 令の影響

まず,10～29才 群 と30才 以上群 との比較 を 行なつ

た。各群381例 ずつで,他 の因子は,表3の ② のごと

く,両 群 とも同 じであ るゆ悪化頻度は表1の ② に示す ご

と く,30才 以上群に明 らかに少ない。

さ らに,年 令を10～24才 群 と,25～35才 群 とに分け

て悪化頻度を比較 する と,表1の ③ のごと く,10～24才

群が25～35才 群 よ り明 らかに悪化が 多い。 しか し25～

35才 群 と36才 以上群 との比較では,表1の ④に示 す ご

と く明 らかな差は認め られないゆ これ らの比較各群 の他

の因子 の割合は,表3の ③ および④ のごと く各群同 じで
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ある。

(3)化 療期間の影響

化療期間が12～23カ 月の群 と24ヵ 月以上群 との比

較を行なつたe各 群404例 で 他の因子 の割合 は表3の ⑤

の ごとく同 じである。悪化は表1の ⑤ に示す ごとく,24

カ月以上群に 明 らかに少 ない。

B)3者 併用 またはIdP法 を18カ 月以上実施 した

症例について

以上3者 併用 またはIdPを1年 以上実施 して 終 了時

病型がCB,CC型 になつた場合には,終 了 時病型 に よ

る悪化の差 は明 らかで な くなるが,年 令,と く に10～

24才 群 の悪化率がそれ以上の年令群 に 比 し高い こと,

化療期間が2年 以上の群ではそれ以下の期間の群 よ り少

ない ことが明 らかに された¢そ こで年令の影響を さらに

細か く分析す るため3者 また はIdPを1年 半 以上行な

つた症例について悪 化率 に及ぼす年令 の 影 響 を 検討 し

た。10～29才 群 と30才 以上群 とに分け ると,各 群 とも

256例 で,他 の因子は表3の ⑥に示す ごと く同 じで あ

る。悪化は30才 以上群に少ない ことが表2に 示す ごと

く明 らかであ る。

総括および考案

今回 までに集めえた症例数 は,初 回治療3,205例,再

治療1,207例 であ る◎終 了時病型は,CB型 は 初 回例

34%,再 治療例32% ,CC型 は それぞれ57%o,56%oで

あ り,終 了時病巣の拡 りは一側の1/3以 内 が それぞれ

90%,80%で あ る。終 了時病 型別の化療終 了後 の 累積

悪化率は,CB型 では1年 で 初 回例2.9%,再 治 療 例

5・9%,2年 でそれ ぞれ6.3%,9.7%,3年10.O%a,

13・3%e,5年16.1% ,2L1%,7年20.3%,23.2%e,

であ り,CC型 では1年1.8%,2.0%,2年3.1%,

3・6%,3年5・6%,52%,5年7.8%,8.9%o,7年

11・6%,12.5%で あるゆ

悪化率に影響する因子 として本研究当初に10の 因子

を取 りあげ,化 療期 間が6ヵ 月以上 の ものについ て6因

子の影響を明 らか に し,つ い で化療種 類 を3者 または

IdPに 限定 し,化 療期間を1年 以上 と して化療期間 と年

令の2因 子 の影響が 明 らか となつた。 さ らに 同 じ種類の

化療を実施 した症例で化療期間を1年 半以上に限定 して

も年令の因子がなお明 らかであつた。化療期間について

は,こ れを18～29ヵ 月,30～39カ 月,40ヵ 月以上と

区分す ると例数が少な くな り,検 討す ることがで きなか

つた◎

いず れに して も比較す る場 合の条 件を上 記の ごとく,

種々変更するに従つて,終 了後の悪化 に影響 する因子は

次第に減 少 し,年 令 と化療期 間の2つ が残つ たこ とにな

る。 しか しこの2因 子に つい ても,あ る特定 の群 の間の

比 較であつ て,検 討が十 分に行なわれてい る とはい いが
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たい。た とえば年令では,3者 また はIdP1年 半以上

実施例で,29才 以下 と30才 以上 とで差があることが 明

らかにされ た だ け で,24才 以下,25～34才,35～44

才,45～54才,55才 以上 といつた各群の検討 はで きて

いない。また,化 療期間に して も,2年 以上実施 したほ

うが1～2年 のものよ り悪化が少ない ことが認め られた

にす ぎず,3年 以上に なれば悪化が少な くな るのか,2～

3年 の もの と変わ らない のかは検討がで きていない 。こ

れ らのことが明 らかにされれば,化 療後の悪化に与える

年令と化療期間 とい う2因 子 の本 当の影響が明 らかに分

析 しえた といえ るであろ う。

結 論

3者 併用 またはIdPを1年 以上実施 し,終 了時CB,

CC型 となつた初 回治療例1,010例 について,終 了 時

病型,年 令,化 療期間の3因 子が化療終了後のX線 学 的

悪化に及ぼす影響を検討 し次 の結果を得た。

(1)化 療期間が1年 以上 の症例に おいては,終 了時

CB型 とCC型 とでは悪化率の差 は明 らかではない◎年

令については10～24才 群が25～35才 群 よ り明 らかに
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悪化が多 く,25～35才 群 と36才 以上の群 とで は明 らか

な差は認め られなかつ た。化療期間では24カ 月以上実

施 した群のほ うが12～23カ 月群 よ り悪化は少 ない。

(2)化 療期間が1年 半 以上 の症例について年 令の影

響 をみ ると,10～29才 群 のほ うが30才 以上群 より悪化

が多い。

この報告の一部は第40回 結核病学会において仙台の

太 田が報告 した。集計,解 析,論 文 作成は木下,飯 塚に

よるものであ る◎
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